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公開シンポジウム

薬剤師のプロフェッショナリズムを考える
主催：日本学術会議 地域共生社会における薬剤師職能分科会・薬学委員会

日本薬学会、日本医療薬学会

実行委員長：奥田 真弘 (日本学術会議会員、日本医療薬学会監事、大阪大

学医学部附属病院教授)

後援：日本生命科学アカデミー、日本薬剤師会、日本病院薬剤師会、薬剤師

認定制度認証機構、薬学教育評価機構、薬学教育協議会

開催方法： Web開催（YouTube Live配信、参加登録者は1月25日（水）から2月

10日（金）まで視聴可能）

開催趣旨： 持続可能な医療の提供や創薬に対する社会からの要請に的確に応えられる薬剤師の養成が喫
緊の課題となっています。現在改訂が進められている次期の薬学教育モデル・コアカリキュラムでは、「プロ
フェッショナリズム」が新たな項目として盛り込まれることが検討されています。本シンポジウムでは、医療、行
政、産業、アカデミアなど多様な領域で活躍が期待される薬剤師のプロフェッショナリズムはどうあるべきかに
ついて、多様な立場のシンポジストからいただいた提言をもとに議論を深めます。

［プログラム］（敬称略）
●開会挨拶 望月眞弓 (日本学術会議副会長、日本薬学会監事、日本医療薬学会監事、慶應義塾大学名誉教授)

佐々木茂貴 (日本薬学会会頭、長崎国際大学薬学部教授)

●趣旨説明 入江徹美 (日本学術会議連携会員、熊本大学大学院生命科学研究部特任教授)

前半司会： 安原眞人（日本学術会議連携会員、日本医療薬学会監事、帝京大学薬学部特任教授）

●経済・財政からみた我が国の医療の課題
佐藤主光 (一橋大学経済学研究科教授 / 社会科学高等研究院医療政策・経済研究センター長)

●薬害被害者・一般市民の立場から
花井十伍 (NPO法人ネットワーク医療と人権理事)

●医療者に求められるプロフェッショナリズム
福井次矢 (東京医科大学茨城医療センター病院長 / NPO法人卒後臨床研修評価機構専務理事)

司会： 矢野育子 (日本学術会議連携会員、日本薬学会理事、日本医療薬学会理事、神戸大学医学部附属病院教授)・
安原眞人

■総合討論1 ■

後半司会： 石井伊都子
（日本学術会議連携会員、日本薬学会副会頭、日本医療薬学会副会頭、千葉大学医学部附属病院教授）

●薬剤師行動規範とプロフェッショナリズム
豊見 敦 (日本薬剤師会常務理事)

●レギュラトリーサイエンスの立場から
合田幸広 (日本学術会議連携会員、国立医薬品食品衛生研究所所長)

●行政や産業界で活動する薬剤師の立場から
森 和彦 (日本製薬工業協会専務理事、前厚生労働省大臣官房審議官)

●薬学教育の立場から医療プロフェッショナリズムを考える
鈴木小夜 (慶應義塾大学薬学部医療薬学・社会連携センター医療薬学部門教授)

司会： 奥田真弘・石井伊都子
■総合討論2 ■

●文部科学省挨拶 境 啓満（文部科学省高等教育局医学教育課課長補佐）

●厚生労働省挨拶 太田 美紀（厚生労働省医薬・生活衛生局総務課薬事企画官）

●閉会挨拶 山本康次郎 (日本医療薬学会会頭、群馬大学大学院医学系研究科教授)

参加無料

2023年

13:00〜16:40

参加申込方法: 1月20日（金）までに下記のURLまたはQRコードから参加登録をお願いし

ます。前日までに［ミーティングID］［パスワード］をお送りいたします。
https://appmanage.cloud/kumamoto-u/symposium/2022/

【問合先】 ⼊江 徹美
〒862-0973 熊本市中央区⼤江本町5-1 熊本⼤学⼤学院⽣命科学研究部
TEL 096-371-4552, E-mail: tirie@gpo.kumamoto-u.ac.jp

https://www.scj.go.jp/ja/event/pdf3/331-s-0122.pdf　よりhttps://www.pharm.or.jp/news/news_202406033238.html　より
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“プロフェッショナリズムからの逸脱”（本来は正し
く行える能力があるにもかかわらず，ある場面にお
いて確立されているプロフェッショナリズムの規範
と反する形で行動してしまう判断，技術，態度の誤
り）7）回避にもつながる．
しかし基盤概念は抽象的である．学修者の理

解，学修と実践を促進するためには目標とすべき
具体的なプロフェッショナリズムの要素を明示す
る必要がある．世の中でほぼコンセンサスが得ら
れ，医療現場や学修の場で運用上有用なプロフェッ
ショナリズム定義の例として，Arnold and Sternの
神殿モデル（Fig. 2）8）や「新ミレニアムにおける医
のプロフェッショナリズム」（Table 1），2,9） Swickの
「医療プロフェッショナリズムの規範的定義」10）が
ある．薬学では，米国で2000年に米国薬学会薬
学生アカデミー，米国薬科大学協会・学部長会議
（The American Pharmaceutical Association Academy 
of Students of Pharmacy: APhA-ASP, The American 
Association of Colleges of Pharmacy Council of Deans: 
AACP-COD）のプロフェッショナリズムに関する
タスクフォースによる「薬学生のプロフェッショ
ナリズムに関する白書（White paper on pharmacy 

student professionalism）」，11） 2009年には米国臨床
薬学会（The American College of Clinical Pharmacy: 
ACCP）白書「学生のプロフェッショナリズムの育
成（Development of student professionalism）」が出さ
れており（Table 2），12）薬学生・薬剤師のプロフェッ
ショナリズムにおいても社会契約を支える相互の信
頼関係がプロフェッショナリズムの本質である特性
は医のプロフェッショナリズムと変わりない．上記

Fig. 1. The Foundation of Professionalism: A Social Contract between Professional/profession and Society Based on Their Mutual Trust
Medical profession is expected to have competence, trustworthy and devoting public good. Modified citation from Nomura H, Rigaku ryohogaku, 42, 730–731 (2015), 

Cruess S. R., Clin. Orthop. Relat. Res., 449, 170–176 (2006)4) and Cruess R. L., et al., J. Am. Board Fam. Med., 33(Suppl), S50–S56 (2020).6)

Fig. 2. Stern’s professionalism model
Modified citation from Arnold L., et al., “What is Medical Professionalism?” 

ed. by Stern D. T., New York, Oxford University Press, 2006, pp. 15–37.8) 図は、薬学教育の立場から医療プロフェッショナリズムを考える
鈴木 小夜
2024 年 144 巻 6 号 p. 615-624　薬学雑誌　からの引用
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「プロフェッショナリズムの具体的な教育方略を共有しよう」
ワークショップ開催報告書（2019）
http://jsme.umin.ac.jp/com/pro/2019MEDC71S&WS-report-pro.pdf　より

社会と薬学（新スタンダード薬学シリーズ 第２巻）　より
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療に限らず専門的職業における継続的な専門能力開
発の理論的背景となっているものであり，省察は医
療者の生涯学習においても有用なコアスキルとして
認識されている．14）

2. プロフェッショナリズムの教育
Sternらはプロフェッショナリズムの教育者に「期

待の設定（setting expectation）」，「適切な体験学習
の提供（providing curriculum）」，「学習成果の評価
（evaluating outcomes）」の3つを求めている．15）プロ
フェッショナリズムとは何なのか，学修者に目指す
ものを明示し，適切な教育プログラムと環境を提
供し，正しく評価し必要な対応を行うことがプロ
フェッショナリズム教育に求められる．
プロフェッショナリズムの学修目標   プロ
フェッショナリズム教育の学修目標は2つある．
1つは知識・技能・態度，倫理，法的理解などの獲
得・達成を目指す最低限の目標であり，もう1つは
プロフェッショナルとして「どうあるべきか」とい
うことを常に考え高みを目指し続ける姿勢を持つ，
持ち続けることである．Millerの学習ピラミッドで
は「行動できることDoes（Action）」が目指すべき到
達目標となっているが，16）本来行動は，「どうある
べきか（Is）」を理解したうえでのものであるべき
である（Fig. 3）．16,17）前者は“Doing”，“Presentation 
Profess ional ism”と言われ目に見える態度・行
動を対象としているのに対し，後者は“Being”，
“Existential Professionalism”と言われ，18）プロフェッ
ショナルの中に内在し生涯を通じて醸成されるプ

ロフェッショナリズム・ アイデンティティ形成
（professionalism identity formation: PIF）により，場面
に適した判断と実践が行われることを期待するもの
である．19）米国AACPは2021年，PIFの実践を進め
る最初のステップとして，PIFを推進するために薬
剤師の Identityを定義することや学生のPIF支援等
について報告している．20）

省察を中心とする教育   プロフェッショナリズ
ム教育に確立された方略はまだないが，多くの実践
が報告されている．真のプロフェッショナルは「省
察的実践家」であり，「省察」に注目したGibbsの省
察サイクルや significant event analysis（SEA）を利用
した「振り返り学習」はプロフェッショナリズムの
滋養に有用である．21,22） SEAの起源は1950年代に開
発された米国空軍の危機管理トレーニング（critical 
incident technique: CIT）であり，起きた出来事につ
いて1）当事者が振り返る，2）言語化する，3）その後
の改善につなげる，ことを目的としたものであり，
1980年代より医療現場で起きた重大事象の分析に
も使用されている．SEAは，自身が体験した心揺
さぶられるような出来事や行為について振り返り
（reflection on action），出来事（significant event）を記
述し，それはなぜ起こったのか（要因），そのとき
の気持ち，自分がうまく行えたこと，うまく行えな
かったこと，最初に考えたことやそのときの気持
ち，もっとこうしたらよかったと思うこと，出来事
から学んだことや次へのアクションプラン（reflec-
tion for action）について構造的に振返り言語化する

Fig. 3. The Original Miller’s Pyramid (left)16) and the Amended Miller’s Pyramid with the Addition of “Is” on the “Does (right).”17)

 “Doing”, “Being”, “Professionalism Identity Formation” and an arrow in the figure were added by the author. “Being” is more essential for the professionalism than “doing.”

図は、薬学教育の立場から医療プロフェッショナリズムを考える
鈴木 小夜
2024 年 144 巻 6 号 p. 615-624　薬学雑誌　からの引用
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ことで深い学びにつなげるものである．本学部では
プロフェッショナリズム教育に係わる6年次選択科
目の中でSEAを利用した実務実習についての振り
返りを行っており，学生達が医療現場の中で自身の
置かれた学生としての立場と指導者や患者との狭間
で様々な気持ちやジレンマを抱えていることがわ
かる．SEAを通して学生達の考えや認識が再構築
され（認識変容），将来直面する困難な場面では新
たな価値観に基づく行動が期待される（変容学習）．
ただし記述した振り返り文章（プロダクト）が成績
に係わる場合，学生達は評価者が求める言葉を使い
自身の深い考察に至らない記載となる恐れがある．
振り返り学習の効果を十分に発揮させるためには，
教育者は学修者にその意図を十分に伝え，十分な記
述となるよう準備や工夫が必要であり，23）われわれ
もそれを実感している．
正規カリキュラム，非正規カリキュラム，隠れた
カリキュラム   プロフェッショナリズム教育で
は，プロフェッショナリズムに関する知識習得や
problem-based learning，実習・演習といった正規カ
リキュラムのみならず，日常や実践の場でのロール
モデルの行動や態度，目撃したプロフェッショナリ
ズムからの逸脱行為に対するその場でリフレクショ
ンやフィードバックなど，授業や実習以外の時間や

場所で非正規に学ぶカリキュラム（非正規カリキュ
ラム）の影響が大きい．プロフェッショナルな行動
の生じ易さには多くの要因が影響しているがとくに
ロールモデルの影響は大きくポジティブにもネガ
ティブにも作用する（Fig. 4）．7）ロールモデルとなる
教育者が，教えたことと一致しない行動を示せば正
規カリキュラムを覆す隠れたカリキュラム（hidden 
curriculum）となる．それは教育者／指導者に限ら
ず，例えば大学生であれば，日常生活の中に埋め込
まれている大学教職員全員の行動・態度が意図せず
隠れたカリキュラムとして学ばれているということ
である．したがって，教育の提供とは教育プログラ
ムのみならず，学生が真に正しいプロフェッショナ
リズム行動を示したときにそれが否定されない環
境と雰囲気を整備して提供すること，目撃したプロ
フェッショナリズムからの逸脱行動を見過ごさずに
対応することも含まれる．教育者の心構えと実践，
組織全体での取り組みが必要である．
目撃したプロフェッショナリズムからの逸脱行動

への対応   日常の中でプロフェッショナリズムか
らの逸脱行動やアンプロフェッショナルな行動を目
撃したときはどうすべきなのか．確立された対処方
法はないが，介入の段階的アプローチが提案されて
いる（Fig. 5）．24,25）軽度から中等度の単発事例（レベ

Fig. 4. Many Variables Influence the Professionalism Behaviors
Positive and negative causes professionalism lapses (A) and triggers for unprofessional behaviors (B). Modified citation from Levinson W., et al., “Resilience in Facing 

Professionalism Challenges,” Understanding Medical Professionalism, New York, McGraw-Hill Education, 2014, pp. 17–36,7) and Levinson W., et al., “When Things Go 
Wrong: The Challenge of Self-Regulation,” Understanding Medical Professionalism, New York, McGraw-Hill Education, 2014, pp. 243–275,24) (B). The Japanese texts in the 
figure were referred form the Japanese translation version by Miyata Y., et al., “Resilience in Facing Professionalism Challenges,” Understanding Medical Professionalism, 
Saitama, Kai-shorin Co., Ltd., 2018, pp. 17–38, and were added by the author. 
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図1 「A 薬剤師として求められる基本的な資質・能力」とディプロマ・ポリシー 

  

 大項目B〜Gの学修目標を踏まえ、生涯にわたっての目標である「A 薬剤師として

求められる基本的な資質・能力」につながるディプロマ・ポリシーを、各大学が独

自に作成する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 大項目「B 社会と薬学」〜「G 薬学研究」の相互の関連(イメージ図) 
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